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第２回 脱炭素に向けて 生活編 

身近な生活の中でできる、取組や工夫を考えよう 

開催レポート 

 

日時：2023 年 5 月 27 日（土） 13:30〜17:15 

場所：多摩市役所 本庁舎３階 301・302 会議室 

 

  

  



 2 

当日のプログラム 

 

第２回 脱炭素に向けて、生活編 

身近な生活の中でできる、取組や工夫を考えよう 

 

項目 時間(分) 概 要 

開会 13：30 

(５分) 
本日のテーマと進め方のご説明 

情報提供 13：35 

(30 分) 

脱炭素に向けて 生活編（家庭・消費） 

ゲストティーチャー：山下紀明 先生 

多摩市みどりと環境審議会 地球環境分科会会長 

特定非営利活動法人 環境エネルギー政策研究所(ISEP)  

理事・主任研究員 

市民団体から 

取組の紹介 

14：05 

(15 分) 

たまごみ会議 江川美穂子 様 

多摩市水辺の楽校運営協議会 会長 西 厚 様 

 14：20 休憩 （５分） 

グループ別 

意見交換 

14：25 

(100 分) 

テーマ：日常の生活から、気候変動問題への取組につなげるために、

自分たちができることや工夫は？ 

 16：05 休憩 （５分） 

全体共有 16：10 

(40 分) 

各グループから発表 

シール投票 

本日の総評 16：50 

(10 分) 
江守正多先生から総評 

閉会 

終了 

17：00 次回の説明 

アンケートの記入 
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グループワーク 

のまとめ 

 
第２回では、脱炭素に向けて個⼈でできる取組や⼯夫について考えました。各グループで出し合った「アイデア」をご紹介します。アイデアは、第１回で出
し合った「30 年後の多摩市の環境・社会のイメージ」（⽬指したい将来像）をもとに再整理しました。 
 

全グループのまとめ 

 

テーマ ＊第１回のまとめより 

ア
イ
デ
ア
番
号 

30 年後の 
環境・社会の 
イメージ 
第１回の 
まとめより 

アイデア名 
（個⼈でできる取組・⼯夫） 
・・・・・ 

【イチオシの理由】 

・・・・ 

・脱炭素以外の相乗効果 

・・・・ 

・・・・ 

・実施する上での課題 

・・・・ 

・・・・ 
グ
ル
(
プ 

全
体
シ
(
ル
投
票 

 
各グループのアイデア（ワークシート） 

 
  

日常の生活から気候変動問題への取組につなげるために、 

自分たちができることや工夫は？ 

テーマ 

まとめの 
読み方 
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⾷・消費 

ID 30 年後のイメージ アイデアの概要 脱炭素以外の相乗効果 実施する上での課題 GP 投票 

1  ⾷やエネルギーの
⾃給率が⾼いまち 

直売所や JA、地域のお店でものを
買うようにする 
【イチオシの理由】 

・新鮮でおいしいものを買える 

・物流コスト、CO2 削減につながる 

・地域の経済がまわる 

・⾷の安全性がある 

・体に良い 

・農家さんの顔が⾒える（トレーサ
ビリティ） 

・コミュニティにつながる 

・売っているところが少ない 

・種類が少ない 

・必ずしも安くない 

・通販がないので買いに⾏かなくて
はならない 

F ９ 

2  リデュース・ 
リユース・ 
シェアが進んだ、
ごみや無駄な 
ロスがないまち 

マイ〇〇を使う 
・○○＝はし、ビン、タッパー、袋、ス

トロー、弁当箱、⽔筒など 

【イチオシの理由】 

・ごみやコストが減る 

・アピールできる 

・節約になる 

・健康になる 
（プラスチック製品を使い回す
とマイクロプラスチックが体に
⼊る) 

・洗うのが⾯倒 
(でもペットボトルの分別も⼤変
では?) 

・慣れるまでが⼤変 

A 18 
 

3   使い捨てプラスチックを削減する
ためにマイボトルを使う 
・マイボトルを持参することがクール

になると良い 

・普及させるには、ポイントの付与等、
使うたびに良いことがあるようにす
る 

【イチオシの理由】 

・プラスチックごみが減る 

・歩いて給⽔してポイントをもらえ
るしくみにすることで、歩くこと
で健康になる 

・ガソリンの使⽤量が減る 

・普及させるには、まちじゅうで給
⽔できるしくみが必要。コンビニ
などの便利な場所に給⽔スポッ
トをたくさん設置されていると
良い 

・⾃動販売機も使い捨てではなく、
ドリンクバーのようにマイボト
ルで給⽔できる仕組みがほしい 

・ポイントの付与やインセンティブ
の仕組みを作る必要がある 

D ２ 
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ID 30 年後のイメージ アイデアの概要 脱炭素以外の相乗効果 実施する上での課題 GP 投票 

4  リデュース・ 
リユース・ 
シェアが進んだ、
ごみや無駄な 
ロスがないまち 

プラスチック製品をできるだけ減
らした⽣活をする 
・⻑持ちする素材に置き換える 

・詰め替え⽤の製品にしてボトルは再
利⽤する 

・ボトルなどの容器をお気に⼊りのも
のにすれば楽しみながら、取り組め
る 

・リサイクルを⼼がける 

・安いと気軽に捨ててしまう 

 

 

 

 
G ３ 

5   使っていないものをただ捨てるの
でなく、使える⼈に渡していく 
・使いたい⼈に渡す 

・寄付をする 

・リメイクをする 

・必要な分だけ買うようにする 

【イチオシの理由】 

・ものが多くても捨てられない⼈のた
めの問題解決になる 

・もらう側はモノが安く⼿に⼊る 

・譲った⼈の収⼊になる 

・近所の⼈から譲ってもらうこと
で、つながりができる 

・寄付をして本当に必要な⼈に届く
のか⼼配がある。 

・WEB だと、譲ってもらうものの
状態が分かりにくい 

E ９ 

6   不要になるものは買わない 
不要になったものは売る、譲る 
【イチオシの理由】 

・ごみを減らすことにつながる 

・家計の節約になる 

・ゆとりのある⽣活ができる 

・個⼈の意識を変える必要がある B ７ 
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ID 30 年後のイメージ アイデアの概要 脱炭素以外の相乗効果 実施する上での課題 GP 投票 

7  リデュース・ 
リユース・ 
シェアが進んだ、
ごみや無駄な 
ロスがないまち 

エコなものや、愛着の沸く良いもの
を⻑く使う 
【イチオシの理由】 

・ごみの削減による CO2 の削減になる 

・ムダ使いがなくなる 

・愛着が湧く 

・⼤量⽣産⼤量消費からのマインド
チェンジ 

・⻑く使う楽しみを⼦や孫に受け継
ぐ 

・物語が⽣まれ継がれる 

・ナラティブからウェルビーイング
へ 

・⾼価なものが多い 

・⽬利きのセンスが必要 

・お⾦が回る量が減る 

F 15 

8   ⾷べ残しが出ないように、⾷べきれ
る量にしたり、レシピを⼯夫する 
・レシピを⼯夫する 

・家事の時短を⼼がける 

・買いすぎないようにする 

・お⾁のメニューが多くならないよう
にする 

・⾷育になる 

・地産地消につながる 

 

 
G ５ 

9   電⼦媒体（デジタル）をなるべく使
うことで、本などの消費を減らす 
・個⼈ DX、家庭DXなど⼩さい単位で
DXを進める 

【イチオシの理由】 

・過去の知的資産が素早く有⽤に使え
る 

・家で勉強できるなど、時間をうまく使
える 

・仕事の効率が上がる 

・荷物が減る 

・残業が減る 

・本や辞書はデバイスと⼀体だと便
利 

・セキュリティ問題がある C ５ 
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住まい・暮らし・健康 

ID 30 年後のイメージ アイデアの概要 脱炭素以外の相乗効果 実施する上での課題 GP 投票 

10  環境と経済に 
優しい住まいに 
暮らせるまち 

家電や電気機器を適切に交換する 
・LED照明、省エネ機器など 

【イチオシの理由】 

・省エネの効果が⾼そう 

・⽣活が快適になる 

・快適な⽣活をすることで、⻑⽣き
につながる 

・費⽤がかかる 

・不要になった古い機器がごみにな
る 

B ２ 

11   電気のムダ使いをなくす 
・電気をこまめに切る 

・⼈感センサーやタイマーの使⽤ 

・現在の使⽤量を把握する 

・カンタン⼆重窓の DIY、フィルムをは
る、ひさしを設けるなど、建物のエネ
ルギー効率を上げる 

【イチオシの理由】 

・スイッチを消すのは簡単 

・⽇常的に使⽤するもので起こってい
る 

・電気料⾦が安くなる 

・グリーンアクションができている
充実感がある 

・家電の寿命が伸びる 

 

・家族みんなの協⼒が必要になる 

・照明が暗くなることや室温の上
昇・低下を我慢する必要がある 

 

E ３ 
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ID 30 年後のイメージ アイデアの概要 脱炭素以外の相乗効果 実施する上での課題 GP 投票 

12  環境と経済に 
優しい住まいに 
暮らせるまち 

グリーンカーテンを育てて、 
住まいのエネルギー効率を上げる 
・太陽光を遮って部屋の温度を下げる 

・CO2 を吸収する 

・育てるところがポイント 

【イチオシの理由】 

・費⽤がかからない 

・個⼈でも学校でもできる 

・育てることにより、⾃然への気づきが
ある 

・景観の演出ができる 

・エアコンの温度設定を下げられる 

・うまくいけば野菜が⾷べられる 

・⾍がくる 

・世話が必要になる 

・秋になると寂しくなる 

C 11 
 

 
 
 

移動 

ID 30 年後のイメージ アイデアの概要 脱炭素以外の相乗効果 実施する上での課題 GP 投票 

13  歩き・⾃転⾞で暮
らしやすい、コン
パクトなまち 

なるべく歩く 
【イチオシの理由】 

・多摩市は遊歩道が 40km以上ある 

・公園、川、緑などの歩く環境が整って
いる 

・歩くと健康になる ・歩きやすい環境をもっと整える 

・バリアフリー化が必要 

・桜が減ってしまった 

・緑を増やすことでより歩きやすい
まちにする必要がある 

B ９ 
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ID 30 年後のイメージ アイデアの概要 脱炭素以外の相乗効果 実施する上での課題 GP 投票 

14  歩き・⾃転⾞で暮
らしやすい、コン
パクトなまち 

⾞の利⽤を減らし、なるべく公共交
通や⾃転⾞を使う 
・近隣へは徒歩や⾃転⾞で⾏く 

・遠⽅には⾃転⾞、バスや電⾞、⾞で⾏
く 

・早起きをして時間に余裕を持つ 

・電⾞に⾃転⾞を乗せられるようにな
るといい 

・⾞の排気ガスが減りガソリン代が
かからない 

・健康にいい 

・⾃分のまちに詳しくなれる 

・お店をみつけたり、新しい発⾒が
ある 

・楽しめる 

・天候によってはやむを得ず⾞を使
うこともある 

・急いでいるときは⾞を使う 

・⽬的地まで公共交通機関で⾏けな
いことがある 

 

E ９ 

15   エコな移動を⼼がける 
・⾃転⾞へシフトする 

・ガスを出さない⾞の運転、エコドライ
ブをする 

・ライドシェアを使う 

【イチオシの理由】 

・⾞環境に配慮してすぐにできる 

・歩⾞分離されている多摩市の都市に
適していて取り組みやすい 

・坂道が多く⾞を乗る⼈が多いので運
転の仕⽅を変えるのは効果が出やす
い 

・⾃転⾞は健康にいい 

・個⼈で持つより維持費が下がる 

 

・ライドシェア環境が不⼗分 

・⾃転⾞で危ない運転をする⼈が多
い 

・死⾓が多い道がある 

F ２ 
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ID 30 年後のイメージ アイデアの概要 脱炭素以外の相乗効果 実施する上での課題 GP 投票 

16  CO2 を排出しな
い⼿段で移動して
いる 

ソーラー発電の電⼒で電気⾃転⾞
のバッテリーを充電できるスポッ
トをつくる 
・⼭坂の多い多摩市ならでは 

・永⼭⾼校をモデル校にする 

【イチオシの理由】 

・デメリットがない 

・多摩市ならではの⾝近な課題を解決
できる 

・ダイエットができる 

・健康になる 

・景⾊を楽しめる 

 

・設置場所をどこにするか 

・参考例：諏訪２丁⽬のブリリアの
中に充電スポットがある 

・予算問題 

・設置場所の情報周知が必要 

A 14 
 

17   CO2 の排出が少ない移動⼿段で⽣
活する 
・⾞移動を減らすことを⽬指したい 

・⽩タクシーなど、便利に乗り合いがで
きるようにしたい 

・徒歩や⾃転⾞を利⽤することで、
健康にも良い 

・⾃転⾞の道が危ないため、専⽤レ
ーンの整備が必要になる 

D １ 
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学び・情報発信など 

ID 30 年後のイメージ アイデアの概要 脱炭素以外の相乗効果 実施する上での課題 GP 投票 

18  環境や気候変動に
ついて学び、情報発
信を積極的に⾏っ
ている 

まずは⾃分の⽣活のことを“知る”
ことから始めて意識する 
・歩く距離、移動距離 

・リサイクル 

・⾷べ残し、買いすぎ 

・⽔や電気のつけっぱなし 

・⾃分の⽣活で楽しめること、プラスに
なることから⾏動する 

・⽔の使⽤量削減につながる 

・健康に良い 

・ダイエットになる 

・貯⾦、節約ができる 

 G 15 

19   SNS で多摩市気候市⺠会議を宣伝
し、将来的に感度の⾼い市⺠が集ま
ってくるように発信する 
・「⽯鹸づくりもやってるよ」 

「多摩市楽しそうにやってるな」 

・⾼齢者にはチラシでアクセス 

【イチオシの理由】 

・楽しそう 

・全てに繋がっている 

・⼈⼝増加につながる ・若者を呼び寄せるために有名⼈の
SNSで発信してもらう、関わって
もらう 

・環境に興味のない⼈へのアクセス
⽅法（案/ダンス、＃を増やす、演
歌と環境のコラボ、キーワードを
掛け算していく） 

A 16 
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協働・連携 

ID 30 年後のイメージ アイデアの概要 脱炭素以外の相乗効果 実施する上での課題 GP 投票 

20  企業との連携を 
活かして、みんな
で気候変動対策に
取り組んでいる 

「CO2 削減」の技術会社に投資する 
・技術を持っている会社に頑張っても

らう 

【イチオシの理由】 

・投資していることを⼈に⾃慢できる 

・ゲームチェンジャーのような会社へ
の投資はインパクトが⼤きい 

・他の会社も削減の努⼒をする
（ESGの波及効果がある) 

・投資額を市⺠でもできるような額
にする必要がある（1⼝ 100円な
ど、安価で馴染みやすいものにす
る） 

C 16 
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講評 

 

 
 
 
 

 

 

江守先⽣ 

 

・興味がない⼈も変わっていかなければならない、という視点が次回の議
論につながると良い。 

・「マイ〇〇」のマイバックやマイボトルは、⽣産することにエネルギー
や資源を消費していることを意識することも⼤事。100 回以上使うこと
で、⽣産に要したエネルギー消費量の元が取れる。 

・「mymizu」という給⽔できる場所がマップ化されているアプリがあるの
で、活⽤してもらいたい。 

・移動については、充電の時間待ちがあるので、シェアリングをうまく活
⽤できると良い。 

・欧州各国の公共交通機関（電⾞・バスなど）のように、公共交通機関に
⾃転⾞を乗せられるようになると良い。 

・センサーで電気を消すといった、気を付けなくても良いような⼯夫がで
きると良い。 

・「良いものを⻑く使う」「不要なものを買わない」は本質的な取組。実⾏
することで消費パターンが変わり、アパレルといったビジネスや、経済
の仕組み⾃体が変わっていくはず。 

・イノベーションを⽀援するというのも良い視点。 

 

 

 

⼭下先⽣ 

 

 

・幅のアイデアが出た！コベネフィット（脱炭素以外の効果）が考えられ
ていたことがよかった。 

・次回、社会・まちの視点につなげられると良い。 

・すぐ実施すること、先に実施することなど、時間軸を踏まえて検討でき
ると良い。 
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各グループのまとめ 

A グループ 

 
凡例 ｜ ●ご意⾒のポイント ｜ ・付箋の⾔葉  ｜ ◎○シール投票数	

 
 

① CO2 の排出を増やしていると思う⾏動 

●間接的にモノ・サービスの消費から 
・宿泊&書籍等。その裏には運送業界がいて、
そこでも多く CO2 を排出している 

●⾞や⾶⾏機での移動 
・⾞と⾶⾏機による移動 

●空調 
・冷房、暖房などの空調 

●古い家電の使⽤ 
・電気の無駄使い 
・省エネタイプでない家電を使っていても、買

い替えが難しい 
・改良がすごいのか、省エネポイントがもらえ

る家電は⾼価 

●梱包 
・⾷品梱包や⾷品⽤のビニールを削減して、プ

ラスチックの使⽤を減らす 
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② ⾝近な⽣活の中でできる取組や⼯夫のアイデア 

●エコな運送業者を選ぶ 
・⽔素トラックといった運送業者を選ぶ 

●宅配 BOX を設置して再配達を少なくす
る（○１） 
・宅配BOXの設置 

●ハイブリッド⾞を選択する 
・PHVやハイブリッド⾞を選ぶ 

●⾃家⽤⾞の使⽤頻度を減らす（○１） 
・⾃家⽤⾞の使⽤を減らす 
・オランダはみんな⾃転⾞ 
・EUは環境意識のレベルが⾼く、⾃転⾞の利

⽤が広がっている 
・サンフランシスコはスケートボードが移動
⼿段になっているが危険もある 

・多摩市は⼭坂が多いので、永⼭⾼校など、電
動⾃転⾞が多い 

・電動⾃転⾞の電動レベル１で 300km⾛るこ
とができる 

・多摩市⺠は共感できる解決策 

●電動⾃転⾞バッテリーのソーラー発電充
電スポットをつくる（◎２、○３） 
・すでにソーラー発電をしている永⼭⾼校を
モデル校にするとよい 

・学校でやれば⼊学希望者が増えるかもしれ
ない 

●省エネ家電に買い替えて節電する 
・省エネ家電に買い替える 

●商品の表⽰を確認して、できる範囲で環
境によいものを選ぶクセをつける（○１） 
・商品の裏⾯を⾒る 
・パーム油か、動物性かなど 

●スーパーの割引タイムを活⽤して、廃棄
⾷材を減らす 
・⼣⽅の割引タイムを活⽤する 

●マイ○○を使う（◎１、○５） 
・直売所などは対応してくれやすい 
・量り売りを選択する 
・京都に本店があるゼロ・ウェイストなスーパ

ーマーケット、⽃々屋は EU 基準のものを
販売している 

・タッパーやビンを使⽤する 
・売っているビンを買って、リユース 
・リサイクルビン 
・マイバッグならぬマイ箸を使う 
・藤沢の⼩学⽣が⾃主的に給⾷ストローを削

減する取り組みをした 
・稲城でも同様のストロー削減事例がある 

●投書をして梱包材を減らし、計り売り対
応する店を増やす 
・特に⽣協等で、投書をすると梱包が減る 

●⽯鹸などをみんなでつくることで、環境
によいものを安く使えるようにする 
（○１） 
・せっけんづくり 
・気候市⺠会議の最後にせっけんをつくろう 
・せっけんづくりは昔流⾏って、公⺠館でも講
座があった 

・⼀回でたくさんつくれると安上がり 
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●SNS で将来的に多摩市に⼈が増えるよう
に、気候市⺠会議を宣伝しよう（◎３、○
２） 
・気候市⺠会議のインスタアカウントをつく

る 
・インスタには、多摩市で昔から活動している

環境や⾃然系の団体もつなげる 
・インスタに気候市⺠会議参加者分のいいね

が来ることは確実 
・感度が⾼い移住者を増やす 
・「多摩市楽しそうにやってるなー」と思わせ

る 
・ハッシュタグなどキーワードでどう繋がる

か 
・⽇本は衰退途上国 

●どうすれば多摩市の⼈⼝が増えるか？終
電の時間も関係しているかもしれない 
・終電が⻑くなると⼈⼝が増えるかもしれな

いので、25 時くらいまでにしてみる 
・終電で若葉台⽌まりのことがある 

●多摩市内でごみ捨てやタバコのマナーが
悪い場所がある。適切なごみ箱・喫煙所等
の設置で海に流れるごみが減る可能性が
ある 
・ベンチに⽸がつっこまれていることがある 
・喫煙所をなくしたらタバコのポイ捨てが増

えた 
・タバコを⾞から投げる⼈もいる 
・マナー・常識は変わっていくもので、若い世
代はタバコはやめた⽅がいいと刷り込まれ
ている 

●⾃然素材で、使⽤するエネルギーを減ら
せる家に住む 
・昔のお家は⾵通しが良くてエアコンいらず 
・⽊があるとほっとする 

●公共施設も断熱性を⾼くする 
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B グループ 

 
凡例 ｜ ●ご意⾒のポイント ｜ ・付箋の⾔葉  ｜ ◎○シール投票数	

 

 

① CO2 の排出を増やしていると思う⾏動 

●プラスチックのごみを出している 
・⾷品トレーごみの排出 
・プラスチックのトレイやペットボトルをご

みとして出している 
・汚れたトレイを洗ったほうがいいのか、汚れ

たままでリサイクルできるのか、など分か
らないことが多いため、正しい情報を知り
たい 

●ごみを出しすぎている 
・ごみが多い 
・可燃のごみを出しすぎている 

●⾃家⽤⾞を使⽤している 
・⾃家⽤⾞で遠出して、ガソリンを使⽤してい

る 
・短い距離で乗⽤⾞に乗っている 
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●電気の使⽤が多い 
・電気の使⽤量が多い 
・電気の無駄使い（特に照明をつけている部屋

が多い） 
・寒さ対策や在宅勤務の弊害で、電気使⽤量の
過⼤利⽤ 

●広い団地に住んでいる 
・夫婦⼆⼈で広い古い団地に住んでいる（光熱
費はあまりかからない） 

●フードロスが多い 
・フードロスが多い 

●⾁や⿂を消費している 
・⾁、⿂を⾷べている 

●⽣活消耗品を無駄にしている 
・⽣活消耗品のロス 
・⽣活スタイルが変わると捨てるものが増え

る 
 
 

② ⾝近な⽣活の中でできる取組や⼯夫のアイデア 

●使い捨てをやめる 
・プラスチックの使い捨てをやめる 
・使い捨てをやめよう 
・100円ショップなどを活⽤する 

●歩くようにする（◎３、○１） 
・なるべく歩く 

●レンタルサイクルを利⽤する（○１） 
・⾃転⾞のレンタルを利⽤ 
・レンタサイクルが増えている 
・バッテリーが切れた時に充電しやすくなれ
ば良い 

●照明は使⽤する時だけつける（○１） 
・照明は使⽤する時だけ、点灯する 

●電気機器の交換をする（○３） 
・LEDや省エネ製品へ電気機器の交換をする 

●フードロスを削減する（◎１） 
・フードロスを減らす 

●代替⾁を使⽤する 
・代替⾁を⾷べる 

●不要なものは購⼊しない（○３） 
・不要なものは買わない 

●不⽤品は売る（◎１、○１） 
・不⽤品になったものはなるべく売る 
 

 
  



 19 

C グループ 

 
凡例 ｜ ●ご意⾒のポイント ｜ ・付箋の⾔葉  ｜ ◎○シール投票数	

 
 

① CO2 の排出を増やしていると思う⾏動 

●化⽯燃料を使⽤する電気・ガスを使うこ
と⾃体が良くない 
・電気やガスを使うこと 
・化⽯燃料ではなく、代替エネルギーが使えた

ら良い 

●外⾷や出来合いの料理を買うこと 
・焼⾁を⾷べること。⽜⾁は特に多い 
・外⾷や出来合いの料理をとる 
・⾃分で料理をするようにすれば少なくなる

かと思う 

●過度な温度設定での冷暖房の使⽤ 
・冷暖房の過度な使⽤ 
・温度設定の⾼すぎや低すぎ 

●普段使わない家電のコンセントを差しっ
ぱなしにすること 
・使っていない家電のコンセントを挿しっぱ

なしにしている 
・コンセントにさしているだけで待機電⼒を
消費してしまうので、普段使わないものは
気を付ける 

・冷蔵庫などは仕⽅ない 
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●近い距離でも乗り物を使ってしまう 
・歩ける距離でもバスやタクシー等を使⽤す

る 
・歩いていけるところに、⾞やバイクを使って

いる 
・⾃家⽤⾞を持っている⼈はバスやタクシー

を使おう 
・歩ける距離は歩こう 

●電⼦化が進み、使う電気の量が増えてい
る 
・教科書など教材の電⼦化 
・電⼦化するけど紙の教科書は残っている 
・紙は CO2 の排出が多いけれど、電⼦化が進

めば 
 

 
 

② ⾝近な⽣活の中でできる取組や⼯夫のアイデア 

●化⽯燃料の使⽤量を削減する 
・化⽯燃料を削減する 

●紙を使わないようにする（◎１、○１） 
・デジタル化を進める 
・保護者会のアンケートも電⼦化している 
・FAXや紙のノートは使わない 
・お⾦はキャッシュレスにする 

●グリーンカーテンを育てる（○３） 
・植物を育ててグリーンカーテンをつくる 
・⾃宅、学校や職場にプランターなどで植物を

多く育てる 
・アイビー、アサガオ、ヘチマなどのツル性の
植物を育てる 

●公共交通を使うか、できるだけ歩く（○２） 
・公共交通機関をなるべく使うか、可能な限り

歩く 

●ごみの⽔分をなるべく切って捨てる 
（○１） 
・ごみの⽔分をなるべく切ってから捨てる 
・容器を洗ってそのままだと、リサイクルのと

きに、余計な燃料を使う 

●使⽤していない電気製品のコンセントを
切る（○１） 
・使⽤していない電気製品のコンセントを切

る 

●新しい服でなく、古着を活⽤する（○１） 
・古着を活⽤ 
・制服のリユース 
・化学繊維を含む古着は特に再利⽤できると

良い 
・おさがりなど、地域で譲り合う仕組みができ

ると良い 
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●家庭菜園など、⼩さな⾃給⾃⾜をする 
（○１） 
・⾃給⾃⾜ 
・⼩さな⾃給⾃⾜の積み重ねで、輸送にかかる

CO2排出量を削減する 

●使⽤済みの⽔で打ち⽔をする 
・使⽤済みの⽔を庭にまく 
・夏季のイベントは打ち⽔をしながら⾏う 
・使⽤済みの⽔をそのまま下⽔に流さない 
・⾵呂の⽔は再利⽤する 

●CO2 削減の技術を持つ会社に投資する
（◎４） 
・CO2 を回収し、埋めたり、酸素に変えるこ

とができる技術を持っている会社に投資す
る 

●ごみの削減 
・ごみを出さない 
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D グループ 

 
凡例 ｜ ●ご意⾒のポイント ｜ ・付箋の⾔葉  ｜ ◎○シール投票数	

 
 

① CO2 の排出を増やしていると思う⾏動 

●余計なものを買ってしまう 
・⾷料買い溜め 
・⾷品ロス 

●便利さを優先して、通信販売で購⼊する
こと 
・通販 

●住宅の電気・電⼒の使⽤ 
・住宅 

●乾燥機による⾐類等の乾燥 
・タオル類のみ、洗濯物の乾燥を機械でやって

いる 

●冷暖房の使⽤ 
・冷暖房を⼀⼈で家にいるときに、使うのが少

しもったいない気がする 
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●レジャーのための地⽅などへの⾶⾏機や
タクシーでの移動 
・駅から⽬的地へのタクシー移動 
・⾶⾏機 
・地⽅への移動 

●通勤のための⾞での移動 
・⾞での移動 
・電⾞だと２時間かかってしまう 
・⾞やバスでの学校登校 

●市内のちょっとした移動でも、⾃家⽤⾞
を使うこと 
・移動のときに、時間的な制約から、つい⾃転
⾞や電⾞ではなくマイカーを使ってしまう 

・⾃転⾞で移動できる距離でもマイカーを使
ってしまう 

・便利 
 

 
 

② ⾝近な⽣活の中でできる取組や⼯夫のアイデア 

●使い捨てプラスチックの使⽤を減らす
（◎２、○２） 
・まずは使う量を減らす 
・マイボトルを使⽤して、ペットボトルを極⼒

買わず、調味料等はなるべくビン⼊りのも
のを買う 

・マイボトルやエコバックの使⽤ 
・マイボトルを持つ 
・なるべくエコバックを使⽤して、レジ袋をも

らわない 
・特にプラの PETの利⽤は避ける 
・⾷品トレーなどの使⽤を減らす 
・すぐにできるから 

●使ってしまったプラスチックは洗浄・ 
分別してしっかりリサイクルする 
・⽔洗いによってプラスチックのリサイクル 
・使ってしまったものはちゃんとリサイクル 

●必要なもの・必要な分だけを買い、物を持
たない・減らす努⼒をする 
・必要な分だけを買う 
・ものを持たない 

●ものを捨てるのではなく、リサイクルや
再利⽤する（○１） 
・おもちゃや服などを回収ボックスに⼊れる 
・ファストフード店の景品のおもちゃなど、回
収しているものはリサイクルする 

・段ボールで何かをつくる。例えば、余った段
ボールでダンボちゃんをつくる 

●詰め替えできるものを買うことなどで、
ごみを減らす（○２） 
・詰め替えできるものを買う 
・詰め替えの製品があれば、なるべくそれらを

買って、プラスチックの消費を減らす 

●リユースできる商品やしくみづくりを 
企業に働きかける 
・販売されているものの多くは、ごみが出るよ

うにデザインされてしまっている 
・無駄なものを省くように、企業に変わっても

らうことが必要 
・リユースする社会にしていくために、企業に
働きかける 
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●移動などで排出してしまった CO２は、植
樹してオフセットする（○２） 
・⽊を植えてオフセットする 

●⾃宅の近くで働くことで、⾞での移動を
減らす（◎２、○１） 
・職場は近くが良い 
・排出が最も多かったので、より近くで働ける

と良い 
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E グループ 

 
凡例 ｜ ●ご意⾒のポイント ｜ ・付箋の⾔葉  ｜ ◎○シール投票数	

 
 

① CO2 の排出を増やしていると思う⾏動 

●通勤、通学で⾞を使う 
・⾞での通学やタクシーでの出勤を控える 
・通学の時の⾞での移動 

●レジャーで⾞を使う 
・レジャーで⾞で移動すること 

●ガソリン⾞を使っている 
・ガソリン⾞に乗っている 

●電気を使うこと 
・電気を使うこと 

●夜更かしをして電気を使う 
・夜更かし 
・仕事を夜遅くまですることもある 

●テレビをつけっぱなしにする 
・テレビを⾒ないのにつけている 
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●クーラーやエアコンの使い過ぎ 
・エアコン 
・クーラーの使い過ぎに注意する 

●ファッションなどで、なくても困らない
ものを買っている 
・服とかへの無駄使いや浪費 

●ガスで炊事をする 
・ガスを使って⾷事をつくること 

●⾷事を多めにしてしまう 
・⼤⾷い 

●紙の本や資料を使う 
・新しい本を買うのではなく、図書館や電⼦書
籍で読む 

・紙の教科書は重い 
 
 

 
 

② ⾝近な⽣活の中でできる取組や⼯夫のアイデア 

●⼆酸化炭素の排出が少ない移動⽅法に切
り替える（◎２、○１） 
・公共交通機関を使う 
・⾃転⾞を使う 
・歩く 
・早起きして時間に余裕を持って⾏動する 
・公共交通や⾃転⾞等を使う 
・⾞での移動を控えて、歩いたり⾃転⾞を使っ

たりする 

●使わない電気は切る（◎２、○３） 
・電気をこまめに消す 
・使わないときは電気類を切る 
・使わないコンセントを抜く 
・こまめにスイッチを切る 

●省エネ型製品を使う（○２） 
・LEDなど省エネなものを使う 

●働き⽅改⾰（○１） 
・仕事を抱えない 
・みんなで効率的に仕事をしよう 

●朝型⽣活をする 
・朝型⽣活 

●冷暖房の使⽤を減らせる⼯夫をする 
・⼆重窓にするなど断熱性能の⾼い家にする 
・換気や厚着でクーラーやエアコンの使⽤を
控える 

・換気や厚着によって、暖房や冷房を控える 

●⽕を通さずに⾷べられるものを⾷べる 
・⽣で⾷べられる⾷材を選ぶ 

●部屋にこもらず、屋外で遊ぶ（◎１） 
・リレーやバレーなど、外でいっぱい遊ぶ 
・遠出をしないで、近くで遊ぶ 

●使わなくなったら寄付をする（○３） 
・⼦どものおもちゃなど、使わなくなったもの

を寄付する 

●あまりものを持たないようにする 
・ミニマリストを⽬指す 
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F グループ 

 
凡例 ｜ ●ご意⾒のポイント ｜ ・付箋の⾔葉  ｜ ◎○シール投票数	

 
 

① CO2 の排出を増やしていると思う⾏動 

●⾞での移動 
・マイカー通勤 
・⾞で通勤している 
・⾞での外出 
・⾞で移動してしまう（悪天候時など） 
・多摩市は⾞移動の⼈の⽅が多い 
・坂が多いことでどうしても⾞を使ってしま

う 
・学校も坂の上にある 
・通学⽀援（駅までの送迎） 
・ドライブ 

●電⼦機器の使⽤ 
・家⼈がひたすらテレビをつけている 
・さまざまな電⼦機器の使⽤ 

●無駄なものの購⼊ 
・ムダなもの 
・本や洋服は無駄なものなのか 

●紙の利⽤が多い 
・本、教科書など⼤量の紙を使ってしまう 
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●ごみの排出 
・⾃分じゃないつもりだが、ごみの不分別の影
響 

・ごみの分別 
・コンビニやスーパーでのプラごみが多い 
・分別をどこまでやっているのか、どこまでや

って良いのかが分からない 
・市のマニュアルがあるのか市に聞く 
・分別について分からないことも悩む 
・プラごみが多いから燃やしているというの

は、いいのか 
・マンションの段ボールなどはしっかり分別

されているので、お⾦になるアウトカムを
⽰すのは良い 

・家族でお弁当にしたがコンビニのプラ容器
のごみを減らすのと、⽔や電気を使う⾷洗
機で、どちらがエコなのか分からないので、
どちらも推進できない 

●⽔やお湯の使⽤ 
・シャワーを⻑く使う 
・１回のシャワーの使⽤時間が⻑い 
・家族とずれたタイミングでのシャワーの使

⽤ 
・家族の⽣活のタイミングがばらけていて、回
数が増える 

・家族の⽣活のタイミングがばらけていて、⾷
事、洗い物、電気やエアコンの使⽤をそれぞ
れが⾏っている 

 

 

② ⾝近な⽣活の中でできる取組や⼯夫のアイデア 

●マイカーからカーシェアに変える 
・マイカー→カーシェア 

●⾃動⾞から⾃転⾞へシフトする（○２） 
・なるべく⾃転⾞を利⽤する 
・⾞から⾃転⾞にと意識を変える 
・バイクシェアが増えてほしい 
・バイクシェアの普及が必須 

●エコドライブ（◎１） 
・燃費のよい、ガスが出にくい⾛り⽅（これな

らすぐにできる） 
・カーナビの進化によって近く帰れるように

する 

●電⼦化を積極的にする（○３） 
・電⼦機器をもっと使う 

●服のアップサイクルをする 
・ユニクロのボックス等での服の 3R 

●服装を変える 
・エコな服等の積極利⽤ 
・クールビス（エアコンをひかえる室温設定） 
・制服がいい（洗濯しなくて良い） 
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●⻑く使う（◎２、○２） 
・⾼いものを買って⼤事に使う 
・⾼いものには元々、eco対応が組み込まれて

いる 
・⾼いと、⼤事に⻑く使える 
・⾼品質のものを使う 

●買い物時の⼯夫をする 
・エコバッグをたくさん持つ 

●⾷品の買い⽅を⼯夫する（○１） 
・買い物はまとめて⾏う 
・⾷品ロスを減らす 

●⽔筒やマイボトルを持つ 
・ペットボトルからマイボトルに変える 
・⽔筒を持ったり、ペットボトルの再利⽤をす

る 

●地産地消を進める（◎１、○２） 
・⽇本製のものを買う 
・稲城⻑沼の直売所はスーパーより美味しく

て安い 
・CO2 の排出が少ない消費をする 
・スイカやブドウがマンションに売っていて、

新しい循環になっている 
・マンションに畑班があって作物を分けたり

しているので、こういうのを増やす 
・作り⼿になることやビジネス化など、できる

ことはいろいろとあるので、ビジネスが成
⽴するといい
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G グループ 

 
凡例 ｜ ●ご意⾒のポイント ｜ ・付箋の⾔葉  ｜ ◎○シール投票数	

 
 

① CO2 の排出を増やしていると思う⾏動 

●⾁の消費 
・⾁をつくる過程などで、排出する CO2 があ

る 
・家族が多いと⾷べる量も多い 
・⾁料理をつくる回数が多い 
・国によって⾷⽂化が違うから、⾷べる部分も
違いそう 

●冷暖房の使⽤ 
・必要以上の冷暖房の使⽤ 
・エアコンのつけっぱなし 

●電⼒の使⽤やガスの使⽤ 
・電⼒の使⽤量やガスの使⽤量が多い 
・電⼦レンジ 
・煮込み料理などは調理時間が⻑くたくさん

使⽤する 

●電気のつけっぱなしや⽔の出しっぱなし 
・電気のつけっぱなし 
・⽔の流しっぱなし 
・シャワーでの⽔の使いすぎ 
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●⾷べ残しや⾷材などの買いすぎ 
・⾷べ残し 
・⾷べ残しがあるとごみが増えて、処理のため

に CO2 が発⽣する 
・ディスポーザーの匂いはすごい 
・下⽔に流して良い製品があるが本当に流し

ても良いのか 
・ご飯よりもおかずを残しがち 
・社会⼈になるとお弁当を買ったり、⼩分けト

レイなどが便利で冷凍⾷品を多⽤してしま
う 

●リサイクルせずにすぐに捨ててしまう 
・リサイクルの意識が低い 
・処分することが多い 
・すぐに捨てちゃう 

●プラスチック製品の購⼊や廃棄 
・プラスチック製品の購⼊や廃棄 
・安いと捨てやすい 
・ドイツには温暖化防⽌のための税制、環境税

のようなものがある 

●移動 
・移動する量が多い 
・ガソリン⾞での移動 
・よく乗り物を使って出かける 
・移動が多い 
・通勤や通学の送り迎えなどで⾞を利⽤して

いる 
・⾶⾏機に乗る 

●室内で過ごす時間が多くウォーキングな
どの外出をしない 
・ウォーキングをしない 
・家にいる 
・テレビを⾒る 
 
 
 
 
 
 

 
 

② ⾝近な⽣活の中でできる取組や⼯夫のアイデア 

●着⾐で温度調整をする 
・着⾐の⼯夫で冷暖房をなるべく使わない 

●家事の時短を⼼がける（○１） 
・時短を⼼がける 
・電⼦レンジなどの電⼒を使いながら、ガスや

⽔の使⽤量を減らすことを意識して、総合
的に減らす 

・電⼒を上⼿に使うことで効率よくする 

●センサーやタイマー付きの製品を活⽤し、
つけっぱなしなどを防⽌する 
・センサーやタイマー付きの製品を使う 
・声かけ 
・廊下の電気や⽞関などはセンサーにする 

●⾷材の買いすぎに注意する 
・⾷材・⾷料を買いすぎない。 
・買い溜めは控える 
・まとめ買いせずに⾷べられるようにする 
・⾷欲は三⼤欲求の⼀つ 
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●⾷べ切れたり、残すとしても冷凍できる
ようにする 
・⾷べ切れる分だけつくる 
・ご飯は残っても保温して翌⽇に⾷べること

ができる 
・おかずの⽅が残ることが多そう 
・社会⼈になるとお弁当や冷凍⾷品を買いが

ちになってしまう 

●⾷べ残しを肥料にする 
・コンポスターを使って肥料にする 
・コンポスターは匂いがしたり、害⾍が来たり

する 
・同じものが２回続くと⾷べないときもある 

●買いすぎや⾷べ残しなどによるフード 
ロスを減らす（◎２、○１） 
・⾷べ残しというネガティブな⾔葉がなくな

ったら良い 

●リサイクルを⼼がける（○２） 
・使わなくなったものは売ってリサイクルす

る 
・リサイクルショップを利⽤する 
・メルカリで売る 
・マイボトルの⽅が可愛くて楽しめる 

●詰め替えできる製品を選ぶ 
・詰め替えを買う 
・詰め替え⽤製品を購⼊する 
・詰め替えにすると容器よりも減りそう 

●できることを意識することが⼤切（◎１） 
・⾃分が意識することが⼤切で、まず知ること

から 

●プラスチックの製品の購⼊を控える 
（◎１、○３） 
・プラスチック製品の購⼊を控え。極⼒⻑持ち

する製品を買う 
・プラスチック製品は紫外線で劣化してしま

うが、そうでないものは⾼い 
・⽣活のなかでプラ製品が多いと感じる 
・お⾖腐をボールで買ったり、野菜は新聞紙で
包むなど、昔のようなお店が増えると良い 

●オンライン授業だと移動が減る 
・オンラインで授業などを受ける 

●歩く距離など、⾃分の⽣活サイクルを 
知り、変えていく（◎１、○３） 
・近い距離は歩く 
・⾃分の歩く距離を知る 
・継続が必要だが、歩数計で⾃分の⽣活サイク

ルを知る 
・知ると⾏動が変わる 
・1万歩が⽬標になる 
・⾃分の健康にもつながる 
・⾃分にプラスになる範囲で原始的な⽣活を
送る 

・ウォーキングやキャンプ、⾃給⾃⾜を趣味に
する 

●環境に配慮した製品を選択する 
・環境に配慮した製品を買う 
・マイボトル 
・エコストローとして洗えるものがある 
・⾷べられるストロー 


